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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
大
切
な
「
社
会
保
障
制
度
」
の

一
つ
で
す
。
し
か
し
、
医
療
費
が
増
え
て
き

て
お
り
、
国
保
財
政
の
運
営
が
厳
し
い
も
の

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

県
３
位
！
1
人
あ
た
り
の
医
療
費

　

え
び
の
市
の
国
保
加
入
者
の
医
療
費
は
、

平
成
27
年
度
は
28
億
9
千
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
27
年
度
の
1
人
あ
た
り
の
医
療
費

健(

検)

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

す
べ
て
の
病
気
が
予
防
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と

で
予
防
で
き
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。
高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
か
か
り
や

す
い
状
態
に
あ
る
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
特

定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
や
、
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
の
健(

検)

診
を
年
1
回
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
特
定
健
診
や
保
健
指
導
の
自
己

負
担
な
し
で
の
実
施
や
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク

や
脳
ド
ッ
ク
の
補
助
、
が
ん
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

少
な
い
負
担
で
受
診
で
き
る
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
市
の
平
成
27
年
度
の
特
定

健
診
の
受
診
率(

速
報
値)

は
28
・
4
％
で
、

県
内
26
市
町
村
で
は
24
位
と
、
多
く
の
方
が

受
け
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

健(

検)

診
は
来
年
1
月
ま
で
受
診
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
健

康
や
医
療
費
と
向
き
合
っ
て
、
健(

検)

診

を
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
健
康
保
険
課
医
療
保
険
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
７
３
）

健診のすすめ
～みんなが健やかに過ごせるために～

えびの市医師団長

前田医院
前田 和伸 先生

｢自分は大丈夫」｢病気が気になるけど、受けるの
が面倒」「何か病気が見つかるのが不安だ」など、
健診を受けない理由は色々あると思いますが、健
康を維持するためにはやはり病気を早く見つける
ことが大切です。
　高血圧や糖尿病などの生活習慣病になっている
のを気づかないまま放置し、ある日突然脳梗塞や
心筋梗塞で倒れてしまったら・・・。本人はもちろ
ん悔やみきれないでしょうし、また看護にあたる
家族の負担も計り知れません。あなたが健康であ
ればあなたの周りの人もみな健康でいられるので
す。
　あなたを含めみんなが健やかに過ごせるよう、
ぜひ、健診を受けて病気の早期発見に役立てま
しょう。
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（％） 健（
検
）診
で
医
療
費
と

向
き
合
い
ま
せ
ん
か

特定健康診査（個別・集団） 市健康保険課
医療保険係
☎ 35-1111

（内線 273・274）人間ドック

脳ドック 市健康保険課
市民健康係
☎ 35-1111

（内線 275・284）がん検診

○健 ( 検 ) 診のお問い合わせ先

年間医療費 被保険者数

県平均

えびの市

(

見
込)

は
45
万
５
７
９
８
円
で
す
。
こ
れ

は
、
県
内
26
市
町
村
で
3
番
目
に
高
い
金
額

で
す
。
全
体
の
医
療
費
と
し
て
も
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
国
保
加
入
者
数
の
減
少
に
よ
り
、

1
人
あ
た
り
の
医
療
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
増
え
る
と
負
担
が
・
・
・

　

国
保
は
、
加
入
者
の
保
険
税
や
、
国
、
県

の
負
担
金
・
交
付
金
等
を
主
な
財
源
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
医
療
費
の
増
加
は
、

保
険
税
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
平
成
28
年
度
の
1
人
あ
た

り
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、
県
内
9
市
の
中

で
8
番
目
に
な
る
見
込
み
で
す
が
、
こ
の
ま

ま
医
療
費
の
増
加
が
進
め
ば
、
国
保
財
政
は

さ
ら
に
圧
迫
さ
れ
て
い
き
、
加
入
者
の
更
な

る
負
担
に
つ
な
が
り
ま
す
。

な
ぜ
？
医
療
費
が
増
え
る
理
由

　

主
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
加

入
者
の
高
齢
化
や
生
活
習
慣
病
な
ど
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
国
保
加
入
者
の
う
ち
、
約

4
割
が
前
期
高
齢
者
（
65
～
74
歳
）
で
す
。

医
療
費
は
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
病
気
の
慢
性
化
や
長
期
化
に

な
る
場
合
が
あ
り
、
前
期
高
齢
者
1
人
あ
た

り
の
医
療
費
は
、
64
歳
以
下
と
比
べ
て
、
約

2
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
は
、
自
分
で
は
な
か

な
か
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
に
進
行
し
て
い

き
ま
す
。
病
気
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
だ
と
、

病
気
の
慢
性
化
や
長
期
化
に
つ
な
が
り
、
医

療
費
が
高
く
な
る
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
早
い
段
階
で
病

気
や
体
の
異
常
に
気
づ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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情報公開・個人情報保護制度の
運用状況を公表します
情報公開条例および個人情報保護条例に基づき、市は、毎年その運用状況を公表しています。
平成 27 年度の運用状況を以下のとおり公表します。

＊公文書公開の実施状況＊

　表中の『一部公開』については、公にすることにより、特定の個人や法人等の権利、利益を害すると認められる情報、
事務や事業の適正な遂行に支障を及ぼすと認められる情報に該当するとして一部が非公開とされたものです。表中の『非
公開』については、「該当する公文書が存在しない」ものです。

＊会議の公開の運営状況＊

平成 27 年度 平成 26 年度

会議の開催回数（ａ） 139 回 168 回

公開された会議の回数（ｂ） 118 回 133 回

非公開とされた会議の回数 21 回 35 回

傍聴者数（合計） 14 人 9 人

公開率（ｂ／ａ） 84.89％ 79.17％

　市では、情報公開条例に基づき、審議会等の会議を公開しています。
　これは、市のさまざまな計画や施策の決定過程を広く市民の皆さんに公開することにより、市政に対する市民の権利の
確保に努め、市政に対する理解を深めてもらい、開かれた市政の実現を図るために行っているものです。

《昨年度との比較》
　開催された会議の回数は 29 回減、公開された会議の回数は 15 回減となりましたが、公開率は、5.72 ポイント上がりま
した。非公開（一部公開を含む）とされた会議は、個人情報に関する部分や審査・評価に関する事項についてのみ非公開
としたものと会議開催の事前公表を行わなかった会議です。

＊個人情報保護制度の運用状況＊

開示請求 訂正等請求 不服申立て 目的外利用 外部提供

7 件 0 件 0 件 0 件 2 件

　表中の『個人情報取扱事務登録件数』とは、市の事務のうち、個人情報を収集・管理・利用・提供する事務について、
個人情報取扱事務目録に登録している事務の件数をいいます。内訳は、市長部局 189 件、教育委員会 46 件、農業委員会
18 件、選挙管理委員会 23 件、議会 3 件、監査委員 2 件、固定資産評価審査委員会 2 件、公平委員会 1 件となっています。

■お問い合わせ先
市総務課行政係
☎ 35-1111（内線 311・314）

個人情報取扱事務登録件数（平成 28 年４月１日現在）

284 件

請求件数 全部公開 一部公開 非公開 不服申立て

28 件 15 件 10 件 3 件 0 件

　

市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
本
拠
地
、
福
岡
ヤ
フ

オ
ク
ド
ー
ム
で
、
ゲ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
事
業

を
行
い
、
福
岡
地
区
で
え
び
の
市
の
P
R

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
7
月
8
日
か
ら

10
日
の
3
日
間
、「
み
や
ざ
き
ス
ペ
シ
ャ
ル

3
D
A
Y
S
」と
題
し
、
宮
崎
市
、
日
向
市

と
連
携
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

事
業
で
は
、
7
月
10
日
に
行
わ
れ
た
福
岡

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
対
東
北
楽
天
ゴ
ー

ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
戦
を
協
賛
。
試
合
前
に
、

京
町
温
泉
旅
館
組
合
み
な
ほ
会
と
村
岡
市
長

が
観
客
3
万
8
5
0
0
人
を
前
に
え
び
の
市

を
P
R
し
、
市
議
会
の
竹
中
議
長
と
J
A
え

び
の
市
の
篠
原
組
合
長
が
両
チ
ー
ム
の
主
将

に
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
始
球
式
で
は
、

公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
春
山
清き

よ
か花
さ
ん（
真

幸
中
2
年
）が
投
球
を
行
い
ま
し
た
。

　

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
モ
ニ
タ
ー
で
の
え
び

の
の
紹
介
や
、
え
び
の
の
P
R
用
う
ち
わ
の

配
布
、
え
び
の
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

球
場
入
場
口（
第
5
ゲ
ー
ト
）周
辺
で
、
米
、

野
菜
、
き
ん
か
ん
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
宮
崎

牛
の
串
焼
き
な
ど
の
物
産
展
や
、
の
ぼ
り
の

掲
示
を
行
う
な
ど
、
広
く
え
び
の
市
を
P
R

し
ま
し
た
。

ホ
ー
ク
ス
本
拠
地
で
え
び
の
を
P
R

①始球式で投球する春山さん②
物産会場には多くの人が訪れま
した③主将に花束を贈呈する篠
原組合長と竹中議長④第５ゲー
トにはられた看板⑤試合開始前
にえびの市の PR ⑥バックスク
リーンモニターでもえびの市を
PR

②③

①④⑥
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未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
　
違
い
を
認
め
合
う
心

8
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間

●
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
よ
う

　

最
近
、
い
じ
め
・
児
童
虐
待
な

ど
と
い
っ
た
子
ど
も
に
関
す
る
人

権
問
題
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

誹ひ
ぼ
う謗

中
傷
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
と
い
っ
た
人
権
問
題
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
輪
が
広
が
り
便
利
に
な
る
一
方

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
行
為
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

他
人
へ
の
中
傷
や
侮
辱
、
無
責

任
な
う
わ
さ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

関
す
る
情
報
の
無
断
掲
示
、
差
別

的
な
書
き
込
み
等
、
人
権
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な
が
る
情

報
が
流
出
し
て
、
被
害
を
受
け
た

人
は
長
く
苦
し
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
違
い
を
認
め
合
お
う

　

特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を

排
斥
す
る
差
別
的
言
動
が
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
差
別
意
識
を
生
じ
さ
せ

か
ね
な
い
言
動
と
し
て
社
会
的
な

関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
外
国
人

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
し

て
い
く
た
め
に
、
文
化
の
多
様
性

を
認
め
、生
活
習
慣
等
を
理
解
し
、

尊
重
す
る
と
と
も
に
お
互
い
の
人

権
に
配
慮
し
た
行
動
を
と
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。　

問
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
５
０
）

　不当な差別、職場や学校でのいじめ、相隣間のトラブ
ル、インターネットでの中傷、プライバシーの侵害など

「これは人権問題では？」と感じたことはありませんか。
　市では、毎月1回特設人権行政相談を開設しています。
あなたの悩みの解決のために最善の方法を一緒に考えま
す。
　えびの市女性相談所は女性のいろいろな悩みの相談を
受け付けています。あなたの周りに困っている人はいま
せんか。
●相談窓口

【特設人権相談所】
相談日時：毎月第1水曜 午前10時～午後3時

場所：市役所2階2-1会議室

【えびの市女性相談所】
相談日時：毎週月曜～金曜（祝日・年末年始は休み） 午前9時～午後4時

場所：市役所内（電話相談・面接による相談）

専用電話：35-0152

フリーダイヤル：0120-123-693

え
び
の
の
魅
力
を
か
た
ち
に
し
ま
す

ゆ
し
っ
た
ま
ら
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

ゆ
し
っ
た
ま
ら
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
（
委
員
長　

上
水
流
秀

明
氏
）
で
は
、
え
び
の
の
魅
力
を

か
た
ち
に
す
る
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
し
っ
た
ま
ら
ん
」
と
は
、

良
い
こ
と
、
こ
の
上
な
い
、
気
分

は
上
々
な
ど
を
意
味
し
ま
す
。
地

域
に
と
っ
て
「
ゆ
し
た
ま
ら
ん
」

「
ゆ
っ
し
た
ま
ら
ん
」
な
ど
発
音

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
え
び
の

な
ら
で
は
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

え
び
の
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

ま
す
。
市
民
全
体
で
え
び
の
の
魅

力
を
共
有
し
、
動
画
等
を
市
内
外

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

委
員
会
は
平
成
27
年
11
月
に
発

足
し
、
え
び
の
青
年
会
議
所
、
え

び
の
市
商
工
会
青
年
部
、
市
役
所

職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
魅
力
発
信
の
た
め

の
動
画
製
作
に
つ
い
て
本
格
的
に

協
議
を
開
始
し
、
6
月
に
商
工
会

や
市
内
小
中
学
校
に
協
力
を
い
た

だ
き
、
え
び
の
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
言
葉
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
そ
の
中
で

写
真
等
の
募
集
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

上
水
流
委
員
長
は
「
え
び
の
の

魅
力
を
再
認
識
す
る
た
め
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
か
た
ち
に

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

投
稿
方
法
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

情
報
を
掲
載
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
、

後
日
、
市
内
の
施
設
等
に
掲
示
す

る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

動
画
制
作
活
動
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

問
市
企
画
課
定
住
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
２
１
）

活発な意見交換が行われています

動画制作プロジェクト会議の様子



9  Ebino City Public Relations, 2016.7 8広報

CIVIC NEWS
市政ニュース

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
の
発
生
を

受
け
て
、
過
去
に
「
え
び
の
地
震
」

「
平
成
18
年
7
月
豪
雨
」「
口
蹄
疫
」

「
新
燃
岳
噴
火
」
等
の
災
害
を
経

験
し
て
い
る
え
び
の
市
と
し
て
、

い
ち
早
く
支
援
対
策
本
部
を
設
置

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

支
援
対
策
に
お
い
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
大
変
な
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

被
災
地
で
は
現
在
も
余
震
が

続
い
て
お
り
、
安
全
な
日
常
が

戻
っ
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興

に
は
長
い
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、

今
後
も
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
や
状

況
に
応
じ
た
支
援
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
【
支
援
物
資
の
提
供
】

　

市
民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
支
援

物
資
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
物
資
に
つ
い
て
は
、

被
災
自
治
体
か
ら
の
要
請
に
基
づ

き
、
熊
本
市
、
宇
城
市
、
八
代
市
、

宇
土
市
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

【
義
援
金
・
募
金
】

　

6
月
末
現
在
で
社
会
福
祉
協
議

ご
支
援
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
28
年
熊
本
地
震

会
と
市
企
画
課
受
付
分
の
合
計
で

1
9
2
万
6
6
0
3
円
の
義
援
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市

役
所
本
庁
ほ
か
6
施
設
に
設
置
し

た
募
金
箱
に
18
万
1
7
9
8
円
の

募
金
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
ほ
か

に
、
直
接
、
口
座
振
込
み
や
送
金

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
平
成
28
年
度
の
一

般
会
計
補
正
予
算
で
、
1
0
0
万

円
の
義
援
金
を
措
置
し
、
送
金
し

て
い
ま
す
。

　

義
援
金
は
、
平
成
29
年
3
月
31

日
ま
で
、
え
び
の
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
電
話
35
‐
2
8
0
0
）
や

振
込
み
等
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
災
害
に
便
乗
し
た
義
援
金
詐

欺
・
悪
質
商
法
等
の
犯
罪
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。募
金
や
義
援
金
は
、

確
か
な
団
体
等
を
通
し
て
送
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
被
災
者
受
入
れ
】

　

被
災
者
の
え
び
の
市
で
の
受
入

れ
支
援
発
表
か
ら
5
月
末
日
ま
で

に
延
べ
24
世
帯
55
人
が
避
難
さ
れ

て
き
ま
し
た
。6
月
末
現
在
で
は

14
世
帯
28
人
が
え
び
の
市
に
避
難

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

避
難
さ
れ
て
き
た
被
災
者
に
対

①新しい保険証は 7 月下旬に
封書で届きます。

　

8
月
1
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）の
保
険
証
が
変
わ
り
ま

す
。
加
入
者
に
は
、
7
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

　

8
月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る
新

し
い
保
険
証
は
、
水
色
で
す
。
現

在
の
え
ん
じ
色
の
保
険
証
の
有
効

期
限
は
、
7
月
31
日
ま
で
で
す
。

8
月
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
用
保
険
証
の
申
請
を
し
て

い
る
人
は
除
き
ま
す
。

　

届
い
た
保
険
証
の
記
載
内
容
に

誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
市
健
康
保

険
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
保
加
入
者
が
社
会
保
険
等
に

加
入
し
た
場
合（
被
扶
養
者
も
含

む
）は
、
国
保
の
喪
失
手
続
き
が

必
要
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
国
保
の
保
険
証

・
職
場
か
ら
交
付
さ
れ
た
保
険
証

・
世
帯
主
お
よ
び
社
会
保
険
に
加

入
し
た
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分

か
る
も
の

・
世
帯
主
の
印
鑑

・
身
分
証
明
書

問
市
健
康
保
険
課
医
療
保
険
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
７
３
）

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

8
月
1
日
か
ら
は
水
色
の
保
険
証

②ミシン目に沿って、ゆっ
くりはがしてください。

し
て
は
、
一
時
金
や
生
活
支
援
金
、

就
学
援
助
金
等
を
避
難
の
状
況
に

応
じ
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

　

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
か
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
、
え

び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
職
員
派
遣
】

　

4
月
30
日
以
降
、
3
班
5
人
の

市
職
員
を
阿
蘇
市
と
熊
本
市
に
派

遣
し
、
被
災
地
の
復
旧
支
援
に
従

事
し
ま
し
た
。今
後
も
要
請
に
応

じ
て
職
員
派
遣
を
調
整
し
て
い
き

ま
す
。

　　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。風
水
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
関
心

を
持
ち
、
防
災
対
策
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
3
2
2
）

派遣された職員が市長に被災地の状況を報告しました。

えびの市に避難された人へも物資を支給しました。

　

8
月
1
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
証
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。

7
月
下
旬
ま
で
に
本
人
あ
て
に
届

き
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
水
色
で
す
。

有
効
期
限
は
、
平
成
29
年
7
月
31

日
で
す
。
保
険
証
が
届
い
た
ら
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

届
い
た
ら
確
認
を

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
が
切
り
替
わ
り
ま
す

　

病
気
や
け
が
で
継
続
し
て
診
療

機
関
で
診
療
を
受
け
る
人
は
、
毎

月
は
じ
め
に
保
険
証
を
必
ず
提
示

し
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
証
は
、
失
く
さ
な
い
よ
う

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
健
康
保
険
課
医
療
保
険
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

　

後期高齢者医療被保険者証 後期高齢者医療被保険者証

宮崎県後期高齢者医療広域連合 宮崎県後期高齢者医療広域連合

被保険者番号　○○○○○○○

住所　宮崎県えびの市○○　　　有効期限

　　　　　　　　　　　　　　　平成 29 年 7 月 31 日

氏名　広域　連合子

生　年　月　日　昭和○年〇月○　　性別　○

資格取得年月日　平成○年〇月○

発　行　期　日　平成○年〇月○

交  付  年  月 日　平成○年○月○

一部負担金の割合　　○割

保険者番号

※以下の欄は臓器提供に関する意思を表示する欄として使用でき
ます。該当する 1 ～ 3 の番号を○で囲んで下さい。

1　私は、脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも、移植の
ために臓器を提供します。
2　私は、心臓が停止した死後に限り、移植の為に臓器を提供し
ます。
3　私は、臓器を提供しません。
≪ 1 又は 2 を選んだ方で、提供したくない臓器があれば、×をつ
けてください。≫【心臓・肺・肝臓・腎臓・脾臓・小腸・眼球】

［特記欄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
署名年月日：　　　　　年　　月　　日
本人署名　　　　　　　　　　家族署名

（自筆）　　　　　　　　　　　（自筆）

被保険者情報記載欄 臓器提供意思表示欄

開いたとき（内側）

色が替わります
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高齢者専用の駐車レーンを設けました。

　

西
諸
管
内
で
は
、
駐
車
場
な
ど

で
車
の
接
触
事
故
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

特
に
、
高
齢
の
人
は
車
を
バ
ッ

ク
す
る
際
に
事
故
を
起
こ
す
こ
と

が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
の
駐
車
場
内

で
の
事
故
防
止
の
た
め
に
、
市
役

所
敷
地
内
で
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
一

角
に
バ
ッ
ク
駐
車
を
せ
ず
に
車
を

出
し
入
れ
で
き
る
専
用
レ
ー
ン
を

設
け
ま
し
た
。

　

高
齢
の
人
で
市
役
所
に
用
事
で

駐
車
場
で
の
事
故
防
止

高
齢
者
専
用
の
駐
車
レ
ー
ン
を
設
置

来
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
レ
ー
ン
は
特
別
な

場
合
を
除
き
、
高
齢
の
人
を
優
先

と
し
ま
す
の
で
、
高
齢
者
以
外
の

一
般
の
人
は
、
駐
車
す
る
の
を
ご

遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課
基
地
・

防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

　

8
月
は
、
自
治
会
加
入
強
化
月

間
で
す
。
加
入
強
化
月
間
は
、
自

治
会
へ
の
加
入
を
自
治
会
と
行
政

が
一
緒
に
な
っ
て
推
進
す
る
た
め

に
、
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
期
間
中
、
チ
ラ
シ
配
布
や
の
ぼ

り
旗
を
立
て
る
な
ど
自
治
会
加
入

を
促
進
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
１
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加
や
、
核

家
族
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
個

人
や
家
族
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
問
題
が
、
ま
す
ま
す
増
え
て
い

ま
す
。
も
し
、
災
害
が
今
こ
の
場

所
で
起
こ
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど

う
し
ま
す
か
？
地
震
や
水
害
な

ど
、
大
き
な
災
害
に
あ
っ
た
と

き
、
人
は
１
人
で
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
が
安
全
安
心

に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら

一
人
一
人
が
地
域
に
関
心
を
持

ち
、
住
民
同
士
が
つ
な
が
り
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
で
の

情
報
共
有
や
世
代
を
超
え
た
交
流

イ
ベ
ン
ト
や
訓
練
な
ど
、
自
治
会

の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、自
治
会
で
は
、

自
治
会
加
入
で
地
域
づ
く
り

8
月
は
自
治
会
加
入
強
化
月
間

地
域
に
住
む
一
人
一
人
が
自
分
た

ち
の
地
域
の
こ
と
を
考
え
、
自
分

た
ち
の
住
む
地
域
を
よ
り
快
適
で

住
み
よ
い
環
境
に
す
る
た
め
に
、

お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

防
災
・
防
犯
、
環
境
美
化
、
住
民

間
の
親
睦
・
交
流
な
ど
市
民
生
活

に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
に
加
入
し
て
親
睦
や
交

流
を
深
め
、
地
域
の
共
通
の
課
題

に
協
力
し
合
っ
て
取
り
組
み
、
よ

り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

問
市
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

　

市
が
平
成
28
年
3
月
に
策
定
し

た
「
え
び
の
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
は
、
基

本
目
標
の
一
つ
に
「
人
が
集
い 

選
ば
れ
る 

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
え
び
の
の
魅
力
を
積
極

的
に
発
信
し
、
交
流
人
口
増
加
や

移
住
促
進
を
図
る
と
定
め
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
え
び
の
市
が
有
す
る
自

然
、
温
泉
、
食
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

え
び
の
の
P
R
に
活
用
し
ま
す

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
策
定

な
魅
力
を
、
簡
潔
で
わ
か
り
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
言
葉
で
表
現

し
、
そ
れ
を
市
内
外
に
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
わ
が
ま
ち

へ
の
愛
着
や
誇
り
を
持
つ
意
識
醸

成
を
図
る
と
と
も
に
、
市
の
認
知

度
を
高
め
、
観
光
振
興
や
交
流
人

口
増
加
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て 

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
多
く
の

人
の
目
に
触
れ
る
よ
う
、 

市
の
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、 

記
者
会

見
等
で
使
用
す
る
バ
ッ
ク
ボ
ー

ド
、
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス

タ
ー
、
職
員
の
名
刺
な
ど
広
く
多

方
面
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
え
び
の

市
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
使
用
を
希
望
す
る
人
は
、「
え

び
の
市
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
使
用
取

扱
要
綱
及
び
使
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
使
用
申
請
書

を
市
企
画
課
に
提
出
し
、
承
認
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
か
つ
、
非
営
利
目
的
に
使

用
す
る
場
合
は
、
申
請
書
を
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
え
び
の
市
と
え
び
の
市
が
構
成

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
団
体
が

使
用
す
る
と
き
。

・
学
校
等
が
教
育
の
目
的
で
使
用

す
る
と
き
。

・
え
び
の
市
内
の
住
民
組
織
が
、

地
域
奉
仕
活
動
ま
た
は
地
域
活
性

化
活
動
に
使
用
す
る
と
き
。

・
報
道
機
関
が
報
道
お
よ
び
広
報

の
目
的
で
使
用
す
る
と
き
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.city.ebino.
lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
、
積
極
的
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

問
市
企
画
課
定
住
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
２
1
）

人間が生きていくために必要なことは、案外シンプル。
ひとは、おいしい、と、美しい、と、楽しい、があれば、
それで十分なのかもしれない。

そこは、霧島山のいのちがめぐる、南九州のまち、えびの。
内なる力を秘めた山々から湧きあがる、清水と温泉。
移りゆく四季とともに変わる風景、本格的なトレッキングエリア。
日本一を誇る肉と米は、この土地ならではの環境が生みだし、
いまなお知恵と熱意が磨きつづけているもの。

日本のいいもの、揃っている。欲しいものが、すべてある。
基本がすごいって素晴らしいこと。本当の贅沢ってこういうこと。

目にみえる価値と、目にはみえない価値と、
ここにしかない、を大切に。
そこにあるのは、いくつもの可能性、いくつもの底力。

幸せはいい毎日の積み重ね。
霧島山のめぐみから、今日もいい一日がはじまる。
人生をちゃんと生きるなら、えびの。
もっと、輝かせるなら、えびの。

■キャッチコピーのコンセプト
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6
月
25
日
、
京
町
観
光
ホ
テ
ル

で
、
温
泉
ソ
ム
リ
エ
認
定
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
京
町
温
泉
旅
館
組
合

み
な
ほ
会
が
京
町
温
泉
の
活
性
化

を
図
ろ
う
と
誘
致
し
た
も
の
で
す
。

　

温
泉
ソ
ム
リ
エ
と
は
、
温
泉
を

楽
し
む
た
め
の
安
全
な
入
り
方
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
人
で
、
同

セ
ミ
ナ
ー
が
宮
崎
県
で
行
わ
れ
た

の
は
初
め
て
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
全
国
か
ら
42

人
が
参
加
し
、
講
師
の
話
の
メ
モ

を
取
る
な
ど
し
て
、
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
20
日
、
え
び
の
市
地
域
婦

人
連
絡
協
議
会
の
代
表
3
人
が
、

市
長
を
訪
問
。6
月
19
日
の
父
の

日
に
あ
わ
せ
、
市
長
と
教
育
長
に

花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

花
束
の
贈
呈
は
、
同
協
議
会
が

市
長
と
教
育
長
を
え
び
の
市
の
お

父
さ
ん
と
見
立
て
、
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

同
協
議
会
会
長
の
春
口
貞
子
さ

ん
は
、「
い
つ
も
休
み
な
く
頑
張
っ

て
い
る
お
2
人
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
体
を
大
事
に

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
花

束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

6
月
20
日
、
飯
野
高
校
南
側
水
田

で
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
の
田
植
え
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
田
植
え
に
は
、
飯
野
高

校
生
活
情
報
科
1
年
生
、
飯
野
小
学
校

5
年
生
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
飯
野
高
校
の
地
域
特
産
品

温泉ソムリエ認定セミナー

京町温泉の活性化を
父の日花束贈呈

父の日に感謝を込めて

地域の特産物を学ぶ
えびの米の生産活動

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
一
環
で
、

体
験
活
動
を
通
し
て
地
域
の
特
産
物
な

ど
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

あ
る
児
童
は
、「
特
Ａ
が
取
れ
る
く

ら
い
、
お
い
し
く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
27
日
、
え
び
の
地
区
保
護

司
会
の
6
人
が
副
市
長
を
訪
問
し

ま
し
た
。
会
長
の
岩
尾
昭
文
さ
ん

が
内
閣
総
理
大
臣
の
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
代
読
し
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い

地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
、
今
年
で
66
回
目
を

迎
え
ま
す
。

　

7
月
４
日
に
は
、
市
内
各
地
で

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
啓
発

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内閣総理大臣のメッセージを代読

犯罪のない明るい社会づくりを

　

6
月
28
日
、国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、

え
び
の
市
留
学
生
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
歓
迎
会
に
は
、
留
学
生
や
関
係

者
ら
約
２
２
０
人
が
参
加
。
今
年
、
中

国
の
長
春
日
章
学
園
高
中
（
高
校
）
か

ら
え
び
の
市
の
日
章
学
園
九
州
国
際
高

等
学
校
に
来
た
留
学
生
１
１
８
人
を
歓

留学生１１8人を歓迎
長春日章学園高中からえびの市に

迎
し
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
で
は
、
え
び
の
太
鼓
や
留
学

生
の
歌
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

留
学
生
代
表
の
馬
思
琪
（
マ
ー
ス
ー

チ
ー
）
さ
ん
は
「
日
本
の
大
学
に
進
学

す
る
た
め
に
、
勉
強
を
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
20
日
に
宮
崎
市
の
Ｍ
Ｒ
Ｔ

ｍ
ｉ
ｃ
ｃ
で
「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
プ

レ
ゼ
ン
ツ
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
１
６
ｉ
ｎ
ま
つ
り
宮

崎
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
優
勝
を
目
指
し
、
市
の

若
手
職
員
の
意
見
を
参
考
に
、
道

の
駅
の
え
び
の
っ
娘
で
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
し
ま
し
た
。
え
び
の
米
や

宮
崎
牛
、
え
び
の
産
の
野
菜
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
特
Ａ
え
び
の

米
ぎ
ゅ
う
・
ぎ
ゅ
う
膳
」
で
す
。

甘
み
の
あ
る
え
び
の
米
と
や
わ
ら

か
い
肉
の
相
性
は
最
高
で
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご当地グルメコンテスト2016inまつり宮崎

特Aえびの米で優勝を狙う
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（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
十
二
の
し
ら
花

咲
く
か
ら
に
一
人
に
余
る
香
り
漂
ふ

竹
下
妙
子

　
長
い
梅
雨
も
や
っ
と
上
り
小
暑
と
な
り
短
夜
の
闇
に
百
合
は
香
る
。「
夏
の
野
の
繁
み
に
咲
け

る
姫
百
合
の
知
ら
え
ぬ
恋
は
苦
し
き
も
の
ぞ
」
と
言
う
古
人
の
詠
が
あ
る
。七
十
年
前
沖
縄
で

「
ひ
め
ゆ
り
隊
」
と
し
て
短
い
青
春
を
散
ら
し
た
乙
女
達
を
想
う
と
き
胸
が
痛
む
。

　
明
る
い
は
つ
夏
の
風
に
揺
れ
て
匂
う
百
合
を
見
る
度
た
だ
頭
を
垂
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
自
註
）

短
歌法

要
の
席
を
騒
が
す
百
足
虫
か
な

　

松
山
夢
真

　
百
足
虫
は
何
処
に
で
も
出
没
し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
要
注
意
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩こ

ろ
ば
ぬ
為
に

　

西
幸
一

老
い
て

更
に
老
い
が
深
ま
り

急
が
な
い
な
ら

歩
き
始
め
る
前
の

這
い
這
い
で
の
移
動
が

家
の
中
で
は

よ
い
と
思
い
ま
す
よ

安
全
で
す　

な
ぜ
・
・

転
ば
な
い
か
ら

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

● 日時＝8月13日（土） 午後6時～
● 場所＝須木中グラウンド
● 内容＝須木の山々にこだまする7,000発の打ち上げ花

火を堪能できます。ステージイベントや出店なども並
び多くの見物客で賑わいます。

第39回小林市すき納涼花火大会

小林市小林市

 まつり小林実行委員会
　☎24-1920

 すき商工会
　☎48-2459

● 日時＝8月6日（土）午後4時～午後9時
● 場所＝小林駅周辺、ふれあい広場、駅南公園
● 内容＝名水カーリングや名水流しなど小林の宝、名水

に親しむイベントや、3×3（バスケットボールの大会）、
熊本復興チャリティーなどを行います。

こばやし名水夏まつり2016

岡元小学校は、児童数18人、
PTA戸数11戸の小規模校です。
家 庭 教 育 学 級 は、PTA会 員 全
員（19人）を学級生として活動
しています。PTA活動も家庭教
育学級の各講座も、協力し合い、
支え合って取り組んでいます。

毎年度の活動計画は、みんな
で話し合って決めています。本年
度は、外部講師を招いて行う「人
権に関する講座」、産業文化祭
の作品展への出品を目指して行
う「親子で創作活動」、家庭で進
める食育を学ぶための「研修視
察」、親子でのコミュニケーショ

ンの在り方を学ぶ「親育て講座」
への積極的な参加など、会員の
皆さんの希望等を取り入れなが
ら年間活動計画を立てました。

6月にはPTA全戸の出席を得て、
消防署の署員の皆さんを講師に
招いて水難救助法を学習しまし
た。心肺蘇生法やAEDの使用方
法など、署員の皆さんの指導を
仰ぎながら出席者全員が体験的
に学ぶことができました。

これからも、子どもたちの健や
かな成長を願って、子育てや家
庭教育の進め方について学び続
けていきたいと考えています。

家 学庭 教 育 級 信通

岡元小学校家庭教育学級長

岡 穏
や す え

恵さん

消防署の署員による水難救助法講座

①施設外観
②笑顔で会話をする利用者とスタッフ

有川志穂さん

所在地 えびの市岡松 1

業務内容

・特別養護老人ホーム
・短期入所生活介護
・通所介護
・訪問介護
・居宅介護支援事業所
・在宅介護支援センター

開園 昭和 48 年
従業員 61 人

電話番号 37-1220

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
情
報
を
市
民
に
提
供
し
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高
め
る
と
と
も
に
市
内
事
業
所

へ
の
就
業
先
選
択
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
5
月
か
ら
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
所
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
広
報
え
び
の
で
5
社
程
度
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・

商
工
振
興
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
３
３
３
）

【事業所規模】

会社概要
　昭和48年に特別養護老人ホームとして開
園したえびの涼風園は、宮崎県内の初期の施
設として西諸地区の福祉事業の一端を担っ
てきました。「私たちは、地域に愛される地域
に開かれた施設を目指します。”自分が受け
たい福祉サービス”を提供できるよう努めま
す。」という運営理念のもと、食事・入浴・排泄
など、日常生活の全てをサポートしています。
　施設の老朽化に伴い平成25年度に建設し
た木造平屋造りの新館は、木の温もりによる
優しい柔らかさが評価され、木造利用優良施
設として農林水産大臣賞、さらに平成26年に
はグッドデザイン100選に選ばれました。ま
た、えびの涼風園では、週3回、敷地内で汲み
上げる温泉を個浴で楽しむことができます。
　市郊外の自然に抱かれながら、木の温もり
に囲まれゆっくりとした時間を過ごすことが
できる施設です。

　介護の仕事をしていた祖母や姉の
影響を受けて、4月に入社しました。
入社したばかりで、どうすれば良い
かわからない事も多いですが、利用
者の皆さんが思っていることに対し
てどう接すればいいか考えて行動

働く人の声

社会福祉法人　慈愛会　えびの涼風園

①

②

しています。1人で何人もの利用者の対応をするので、
利用者の皆さんを不安にさせないように優しく声をか
けるよう心掛けています。
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生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
は
昼

夜
関
係
な
く
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
少
し
ず
つ
昼
間
起
き
て
い

る
時
間
が
増
え
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、

昼
に
起
き
て
夜
は
眠
る
と
い
う
生
活
リ

ズ
ム
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

・
人
は
な
ぜ
夜
に
な
る
と
眠
く
な
り
、

昼
間
は
起
き
て
活
動
す
る
の
で
し
ょ

う
？

　

人
の
体
は
太
陽
の
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ

て
色
々
な
ホ
ル
モ
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。

昼
間
は
活
動
し
、
夜
は
休
む
よ
う
に
で

ム
を
作
り
ま
し
ょ
う
。朝
6
時
頃
に
は

カ
ー
テ
ン
を
あ
け
、
明
る
い
光
を
浴
び

さ
せ
ま
し
ょ
う
。朝
に
光
を
浴
び
る
と
、

脳
が
目
覚
め
ま
す
。着
替
え
や
顔
を
洗

う
な
ど
の
皮
膚
の
刺
激
、
声
か
け
を
す

る
な
ど
音
の
刺
激
も
一
緒
に
与
え
、
朝

食
で
内
臓
も
目
覚
め
さ
せ
ま
す
。ま
た
、

日
中
の
体
、
手
な
ど
を
使
っ
た
遊
び
は

夜
の
眠
り
を
誘
い
ま
す
。
夜
は
、
成
長

ホ
ル
モ
ン
が
夜
8
時
く
ら
い
か
ら
出
始

め
ま
す
の
で
、
電
気
を
消
し
て
、
暗
く

静
か
な
環
境
を
作
り
、
眠
り
に
つ
か
せ

る
こ
と
が
体
の
成
長
を
支
え
ま
す
。

　
　

文
：
市
健
康
保
険
課 

高
妻
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

き
て
い
る
の
で
す
。

・
生
活
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
い
る
の
は
体

の
ど
こ
で
し
ょ
う
？

　

脳
の
視
床
下
部
が
生
活
リ
ズ
ム
を

作
っ
て
い
ま
す
。
視
床
下
部
は
、
食
欲

や
、
睡
眠
と
覚
醒
の
調
節
、
体
温
や
血

圧
の
調
節
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

視
床
下
部
は
、
生
後
3
カ
月
頃
か
ら
働

き
始
め
、
4
歳
頃
に
ほ
ぼ
完
成
し
ま
す
。

・
視
床
下
部
が
ス
ム
ー
ズ
に
働
く
た
め

に
は
？

　

太
陽
の
リ
ズ
ム
に
あ
っ
た
生
活
リ
ズ

・
買
い
過
ぎ
に
注
意

・
保
存
方
法
の
工
夫

・
作
り
過
ぎ
な
い

・
賞
味
期
限
（
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と

が
出
来
る
期
限
）、
消
費
期
限
（
期
限
を

過
ぎ
た
ら
食
べ
な
い
方
が
よ
い
期
限
）

の
チ
ェ
ッ
ク

・
調
理
方
法
や
献
立
の
工
夫
で
ゴ
ミ
を

減
ら
す

　

環
境
に
も
お
財
布
に
も
優
し
い
食
生

活
。大
切
な
の
は
、一
人
一
人
が
「
も
っ

た
い
な
い
」
を
意
識
し
て
行
動
す
る
こ

と
で
す
。文

：
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

「
食
品
ロ
ス
」を
意
識
し
ま
し
ょ
う

　

被
災
す
る
と
失
う
も
の
は
「
日
常
」

で
あ
り
、
復
旧
と
は
「
日
常
」
に
戻
る

こ
と
で
す
。

　

熊
本
地
震
で
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、

す
ぐ
に
支
援
物
資
は
届
き
ま
せ
ん
。食

べ
る
も
の
が
あ
る
幸
せ
、
こ
れ
は
当
た

り
前
の
よ
う
で
当
た
り
前
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
食
品

ロ
ス
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
家
庭
や
外
食
産

業
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
食
料
の
う
ち
、

賞
味
期
限
や
消
費
期
限
切
れ
で
捨
て
ら

れ
る
直
接
廃
棄
や
皮
の
厚
む
き
な
ど
の

過
剰
除
去
、
食
べ
残
し
に
よ
っ
て
捨
て

ら
れ
た
部
分
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

食
品
廃
棄
物
の
う
ち
、
飼
料
、
肥
料
、

メ
タ
ン
ガ
ス
な
ど
に
再
生
利
用
さ
れ
る

の
は
2
割
、
残
り
の
８
割
は
、
焼
却
や

埋
め
立
て
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
、
多
く

の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
地
球
環
境
に

も
負
荷
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
、

日
々
の
食
生
活
の
中
で
意
識
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

子
ど
も
の
成
長
発
達
の
基
盤
は
生
活
リ
ズ
ム

　

え
び
の
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
は
、
市
内
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
行
政
や

各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
は
現
在
、
男
性
4
人
、
女
性

3
人
、
計
７
人
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
支
援
す
る
た
め
に
、

委
員
全
員
が
熱
意
を
持
っ
て
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
内
容
は
、

大
き
く
分
け
て
3
つ
あ
り
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
す
。ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
と
は
、幅
広
い
年
齢
層
の
人
々

が
気
軽
に
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
こ

と
で
す
。
市
内
の
学
校
や
団
体
の
依
頼

を
受
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
講

師
と
な
り
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
出
前
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
県
大
会
に
出
場
す
る
え

び
の
市
選
手
団
の
応
援
で
す
。
み
や
ざ

き
県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
や
宮
崎
県
市

町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
で
、
市
を
代

表
し
て
参
加
す
る
選
手
た
ち
を
、「
え
び

の
市
」
の
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
て
全
力
で

応
援
し
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
で
す
。京
町
温

泉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
南
九
州
駅
伝
競
走

大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
常
に
勉
強
・
研
究
し
な

が
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　  

文
：
市
社
会
教
育
課
市
民
体
育
係

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
サ
ポ
ー
タ
ー

外出前には戸締りを

災害に強いえびの市に

熊本・大分県を襲った「平成 28 年熊本地震」か
ら約 3 カ月が経ち、6 月上旬に梅雨入りした九

州地方でも、連日の雨により土砂崩れ等の災害が発
生しています。
　みなさん災害への備えは万全でしょうか。
　えびの市では、ホームページ上にハザードマップ
を公開しています。その中に危険箇所、浸水想定区
域および避難場所が掲載してありますので、確認し
て災害に備えましょう。
　そして、地域で共に助け合う関係を作り、災害に
強いえびの市にしていきましょう。

宮 崎 県 内 に お い て 、依 然 と し て 空 き 巣 等 の 窃
盗 事 件 が 頻 発 し て い る 状 況 で す 。

　 え び の 警 察 署 管 内 に お い て も 、平 成 2 7 年 の 侵
入 盗 は 1 2 件 発 生 し て い ま す 。
　 外 出 時 に は 、も う 一 度 室 内 の 戸 締 り を 確 認 し 、
被 害 防 止 に 努 め ま し ょ う 。
～ 被 害 に 遭 わ な い た め に 、も う 一 度 確 認 ～
○ 外 出 す る 時 、家 の 鍵 を か け て い ま す か ？

（ 玄 関 、勝 手 口 、お 風 呂 場 、ト イ レ な ど )
○ 家 を 留 守 に す る 時 、近 所 の 人 に 声 を か け て い
ま す か ？
※「 し ま っ た 」と 思 う 前 に も う 一 度 確 認 を

6月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 5件
救 急 66件 年 計 420件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

6月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 41件
物 件 17件 本年累計 146件

出前講座でスポーツの楽しさを教えています
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真幸駅でみんなの笑顔のために、似顔絵を描いているじゅ
んぺいさん。辛いことや感謝の気持ちをつづった、今を

精一杯生きているじゅんぺいさんのブログ選集です。
　読み終わった後は、「幸せ絵喜」行のキップを持って、じゅ
んぺいさんに会いに行きたくなりますよ。

真幸駅（幸せ絵喜）へようこそ

じゅんぺい／著
（株式会社文芸社）

風はどこからくるの？虹はなにでできているの？時間
は、はやくすぎてほしいときには、なぜゆっくりすぎ

るの？
　科学、哲学、社会、スポーツなど、子どもたちが投げか
けた身近な疑問に、さまざまな分野の世界的な第一人者が
答えてくれます。子供の質問にどう答えればよいのか悩ん
でいる大人の人にもおすすめの一冊です。

世界一素朴な質問、宇宙一美
しい答え

ジェンマ・エルウィン・ハリス／編
（河出書房新社）

◎お知らせ

夏の夕涼みin文化の杜
●日時＝8月6日（土）　午後6時から午後9時
●内容＝喫茶ふら～っと・パン販売・物品販売、大人の
ためのおはなし会、風空さんミニコンサート、きもだめ
し
※きもだめしは申し込みが必要です。

終戦の日特別企画
●日時＝8月7日（日）午後1時から
●場所＝図書館　学習室
戦争体験のおはなし「私の終戦の日」
語り部＝長谷敏通氏
映画上映会「紙屋悦子の青春」

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○「おいしい雑草」　平谷 けいこ（他） 著　山と渓谷社
○「人生は一本の線」　篠田 桃紅 著　幻冬舎
○「かわいいやきもの」　柏木 麻里 著　東京美術
○「112日間のママ」　清水 健 著　小学館
○「ショートショートの缶詰」　田丸 雅智編　キノブックス

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎8月のスケジュール
月間行事

1 月 休館日
3 水 移動図書館車巡回③（岡元小を除く） 14：05 ～ 15：15
4 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
5 金 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
6 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

夏の夕涼みin文化の杜 18：00 ～ 21：00
7 日 終戦の日特別企画 13：00 ～
8 月 休館日
9 火 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15

12 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
13 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
15 月 休館日
17 水 移動図書館車巡回③（岡元小を除く） 14：05 ～ 15：15
18 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
19 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
20 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
22 月 休館日
24 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
26 金 パン・野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00

喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00
移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

27 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
29 月 休館日
31 水 休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15

◎「最近入ったお勧め本」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

王
子
原
球
場
を
試
験
開
放

　

王
子
原
運
動
公
園
野
球
施
設
の
改
修
工
事
が
昭

和
61
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
6
月
27
日
、
試

験
開
放
で
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会
え
び
の
市

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
幸
中
学
校
２
年
生
の
生

徒
は
「
球
場
が
広
く
て
、え
び
の
じ
ゃ
な
い
み
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
63
年
7
月
号
掲
載
）

高
校
生
初
の
企
業
視
察

　

６
月
13
日
、飯
野
高
等
学
校
の
生
徒
20
人
が
、地

元
企
業
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
地
元
企
業
を
理

解
さ
せ
た
い
と
い
う
目
的
で
、
同
校
が
初
め
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。
生
徒
た
ち
は
「
地
元
企
業
の

状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
63
年
7
月
号
掲
載
）

農
業
体
験
に
歓
声

　

６
月
19
日
、
東
長
江
浦
下
自
治
公
民
館
で

は
、ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
自
然
を
愛

し
、農
業
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行

っ
た
も
の
で
す
。
田
植
え
の
あ
と
に
は
、に
ぎ

や
か
に
さ
の
ぼ
り
が
行
わ
れ
、子
ど
も
た
ち
も

大
喜
び
で
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
63
年
7
月
号
掲
載
）

１
９
８
8
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ご来館ください 
「なつかしのおもちゃ展」
　市歴史民俗資料館では、昔から現代へ続くおもちゃ
の展示を行います。展示のおもちゃは施設内で遊べます。
※一部遊べないおもちゃもあります。
　ぜひ、ご来館ください。

【開催期間】8月6日（土）から8月26日（金）
【開館時間】火曜から土曜 午前9時から午後6時

日曜・祝日 午前9時から午後5時
【休館日 】8月8日（月）、15日（月）、22日（月）
【入場料】無料
申・問市歴史民俗資料館
☎35-3144

霧島山モンテフェス2016

　環境省、宮崎県、鹿児島県では、山の日制定記念イベ
ント「霧島山モンテフェス2016」を行います。

【開催日】8月11日（木・祝日）
■トークショー

［達人に聞いてみよう!霧島山の楽しみ方］
【時間】午後1時から午後3時30分
【会場】えびのエコミュージアムセンター
【ゲスト】金井賢一（鹿児島県立博物館学芸主事）

奥村健一郎（宮崎県環境保全アドバイザー）
石川徹（霧島ジオパーク推進連絡協議会）
廣澤順也（えびの市地域おこし協力隊）
■同時開催 霧島山自然体験プログラム

［えびの高原会場］
【時間】午前9時から午後3時
【内容】スラックイン、昆虫標本作り、ネイチャーフォト

講座、トレッキング、ランチ・フードコート
［高千穂河原会場］
【時間】午前9時から正午
【内容】トレッキング、郷土料理ふるまい

　詳しくは、えびのエコミュージアムセンターにお問い
合わせください。
問えびのエコミュージアムセンター
☎33-3002

えびの高原夏休み昆虫教室

　えびのエコミュージアムセンターでは、夏休みの自由
研究の応援をしています。自然の生きものについて学び
ませんか。
■昆虫にさわってみよう!

【開催日時】8月6日（土）午後1時から午後3時
【参加料】無料
【申込方法】えびのエコミュージアムセンターに電話で

お申し込みください。
■ミニ標本をつくってみよう!

【開催日時】8月11日（木・祝日）午前10時から午後2時30
分

【参加料】無料
※申し込みはいりません。
■夜行性昆虫を観察しよう!

【開催日時】8月13日（土）、20日（土）午後8時から午後9
時

【参加料】300円
【申込方法】えびのエコミュージアムセンターに電話で

お申し込みください。
申・問えびのエコミュージアムセンター
☎33-3002

健康長寿推進企業等知事表彰募集

　宮崎県では、健康づくりの模範的取組を継続して行っ
ている企業、事業所および各種団体を知事表彰します。

【募集内容】・従業員とその家族の健康づくり部門
・地域住民等の健康づくり部門

【申込方法】応募用紙に必要事項を記入し、必要書類を添
付して、宮崎県福祉保健部健康増進課まで郵送で申し込
みください。※応募用紙は、宮崎県ホームページ（ http://
kenkochoju.pref.miyazaki.lg.jp/commendation/ ） で 取
得することができます。

【申込期限】8月5日（金）※当日消印有効
【表彰式】9月19日（月・祝）※健康長寿県民フェスタで実

施予定。選考結果は8月中に連絡します。
　詳しくは、宮崎県福祉保健部健康増進課にお問い合わ

せください。
申・問宮崎県福祉保健部健康増進課 健康づくり・がん対
策担当
〒880-8501宮崎市橘通東2丁目10番1号
☎0985-26-7078

国民健康保険限度額適用認定証
の切り替えを

　国民健康保険限度額適用（限度額適用・標準負担額減
額）認定証の切り替え時期です。
　現在、お持ちの国民健康保険限度額適用（限度額適用・
標準負担額減額）認定証は、平成 28 年 7 月 31 日の有
効期限となっています。
　8 月以降も入院および外来で必要な人は、8 月 31 日
までに必ず更新手続きを行ってください。

【申請場所】市健康保険課医療保険係　
【申請期間】8 月 1 日（月）から 8 月 31 日（水）まで
【手続きに必要なもの】
・認定証が必要な人の新しい被保険者証（7 月下旬に郵
送予定）

・世帯主および本人のマイナンバーの分かるもの（マイ
ナンバーカードまたは通知カード）

・世帯主の認め印鑑
・現在お持ちの認定証
・窓口に来られる人の身分証明書

【注意事項】
※ご家族または代理人の人でも手続きはできます。認定
証が必要な人の新しい被保険者証または委任状をお持ち
ください。
※ 8 月中に切り替えを行わないと、窓口での支払いが
一部負担金（3 割または 1 割・2 割）の金額に戻ります。
申・問市健康保険課 医療保険係
☎35‐1111（内線274）

高校生の税の作文募集

　国税庁では、今年も高校生の皆さんから税に関する作
文を募集します。

【テーマ】税の意義と役割について考えたこと

【内容】税に関するニュースや身近な税の話題について
考えたことなど、自らの言葉で表現しているものであれ
ば何でも結構です。

【字数】800字以上1,200字以内
【申込期限】9月5日（月）

　 詳 し く は、国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ（ http://www.nta.
go.jp/ ）をご覧いただくか、最寄りの税務署にお問い合
わせください。
問小林税務署
☎23-3126※自動音声案内

車の不正改造はやめましょう

　不正改造は犯罪です。知らなかったでは済まされませ
ん。
　不正改造車の使用者には、整備命令の発令が行われ、
不正改造を実施した人には、6カ月以下の懲役または30
万円以下の罰金が科されます。
　次のような改造は、不正改造です。車のチェックをし
ましょう。

・クリアレンズ等不適切な灯火器および回転灯などの取
り付け

・運転者席、助手席の窓ガラスへの着色フィルムの貼り
付け

・基準外ウイングの取り付け
・基準不適合マフラーの装着、消音器の取り外し
・タイヤおよびホイールの車体（フェンダー）外へのはみ
出し

・荷台さし枠の取り付け、燃料タンクの増設、突入防止装
置の切断、取り外し、排気管の開口方向違反

・全面ガラス等への装飾板の装着
・速度抑制装置（スピードリミッター）の解除、取り外し
・ディーゼル自動車が排出する黒煙
　このような不正改造車を見かけたら、登録ナンバー、
不正改造の内容などを九州運輸局にお知らせください。
問九州運輸局
☎092-472-2537
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【募集定員】10人（先着順）
【申込方法】市社会教育課社会教育係に電話でお申し込

みください。
【申込期限】8月5日（金）
【その他】汚れてもいい服装でご参加ください。また、道

具の貸し出しはしますが、筆などの油絵用の道具を持っ
ている人はご持参ください。※描きたいモチ－フがある
人はご持参ください。
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-1111（内線483）

オカリナ講座受講者募集

　市では、オカリナ講座を開催します。オカリナとは無
む

簧
こう

式の笛で気鳴楽器の一種です。初めての人でも比較的
取りかかりやすく、音色に心和む楽器です。

【日程】9月12日から10月31日の毎週月曜日（8回）
【時間】午後7時30分から午後9時
【定員】10人程度
【会場】飯野地区コミュニティセンター
【参加費】13,000円 内訳：オカリナ（ AC管）購入代12,000

円、テキスト代1,000円※オカリナを持っている人は、ご
持参ください。

【申込方法】市社会教育課社会教育係に電話で申し込み
ください。

【申込期限】8月5日（金）
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-1111（内線483）

いろいろなこと覚えちゃおう 
「昆虫博士になる!」
　市文化センターでは、夏休み向けの文化講座「昆虫博
士になる! 」を行います。

【日時】7月30日（土）　午前10時から正午
【場所】市文化センター 1階団体室
【対象】どなたでも
【参加料】無料
【講師】須田淳

あつし

さん（一般財団法人自然公園財団 えびの
エコミュージアムセンター）

申・問市文化センター
☎35-2268

参加しませんか「古代体験教室」

　市歴史民俗資料館では、古代体験教室を行います。ま
が玉・くんせい作りを通して昔の人の生活を体験してみ
ませんか。

【開催日】8月4日（木）
【開催場所】市歴史民俗資料館
【対象】小学3年生から小学6年生
【定員】20人
【参加料】100円
【申込期限】7月15日（金）

　申し込みは市内各小学校または、歴史民俗資料館で受
け付けます。
申・問市歴史民俗資料館
☎35-3144

西諸広域行政事務組合消防職員
採用試験（第1次試験）

【試験日時】9月18日（日）午前9時から午後0時30分 ※受
付 午前8時15分から午前8時45分

【場所】西諸広域行政事務組合消防本部（災害支援拠点施
設内）

【科目】一般教養試験、適正検査
【受付期間】8月1日（月）から8月12日（金）※土、日曜、

祝日を除く午前8時15分から午後5時まで
【受験申込書】西諸広域行政事務組合事務局、消防本部、

中央消防署、えびの消防署、高原分遣所、野尻分遣所、須
木分遣所で交付します（郵送による請求はできません）。

【申込方法】西諸広域行政事務組合に直接提出するか、郵
送で提出してください。※郵送は、「書留郵便」で8月12
日（金）までの消印があるものに限ります。
　詳しくは、西諸広域行政事務組合ホームページ（http://
www.nisimoro.jp/ ）をご覧ください。
申・問西諸広域行政事務組合（消防本部内）
小林市真方493番地
☎22-5526

大相撲武蔵川部屋「えびの合宿」 
をご覧になりませんか

　大相撲武蔵川部屋が、えびの市で合宿を行います。
　かつて角界で大活躍した武蔵川親方（元横綱・武蔵丸）
をはじめ、武蔵川部屋の力士が参加します。合宿中は、
大迫力の稽古見学の他にも、さまざまな行事を開催しま
す。また、今回は市民との交流イベントの一つに、「赤ちゃ
ん土俵入り」を実施します。これは、まわしを着けた赤
ちゃんが、力士に抱かれて土俵入りをすることで、無病
息災と健康生育を願うものです。武蔵川部屋の力士と土
俵入りができる貴重な機会です。ぜひ、お越しください。
■稽古見学

【日時】8月18日（木）から22日（月） 午前8時から午前10
時

【場所】えびの市相撲場
【参加費】無料

■武蔵川部屋特製ちゃんこ振る舞い
【日時】8月18日（木）午後0時30分から午後2時30分
【場所】えびの市相撲場
【参加費】無料（先着200人）

■子ども相撲教室
【日時】8月21日（日）午後2時から午後4時
【場所】道の駅えびの
【参加費】無料

■赤ちゃん土俵入り
【日時】8月21日（日）午後2時から午後4時
【場所】道の駅えびの
【対象者】6カ月から2歳くらいの、首がすわっている赤

ちゃん（先着30人）
【参加費】2,000円
【申込方法】市社会教育課に電話でお申し込みください。
【申込期限】8月5日（金）

■注意事項
・見学の際の私語・写真撮影等は厳禁です。また、小さい
お子さんの入場を遠慮してもらうことがあります。

・見学者多数の場合、相撲場への入場人数の制限を行う
場合があります。

・稽古の都合により、各行事の時間を変更する場合があ
ります。
申・問市社会教育課 市民体育係

☎35-1111（内線482）

スポーツ推進委員の募集

　市では、市のスポーツ振興を目的として、市民がスポーツ
に親しみ、楽しむためのお手伝いをするスポーツ推進委員
を委嘱しています。スポーツ推進委員は、地域のスポーツ
愛好者と行政とのパイプ役として、さまざまなスポーツイベ
ント等で活躍しています。
　今回は、平成28年度からえびの市スポーツ推進委員とし
て活躍してくださる人を募集します。

【募集人数】3人程度
【任期】委嘱の日から平成30年3月31日まで
【活動内容】市内各スポーツイベントのサポート・県大会等

でのえびの市選手団の応援・ニュースポーツの振興等、1カ
月に1 ～ 3回程度の活動

【応募資格】①平成28年4月1日時点で20歳以上65歳未満の
人で、市内に在住しているか、市内事業所に勤務している人。
②スポーツ活動に対して熱意がある人。

【申込方法】専用申込書に必要事項を記入のうえ、市社会
教育課市民体育係に提出してください。申込用紙は市役所、
市ホームページ（ http://www.city.ebino.lg.jp/ ）で取得す
ることができます。

【申込期限】8月26日（金）
【その他】会議等出席の際には所定の謝金を支払います。
申・問市社会教育課 市民体育係
☎35-1111（内線482）

油絵を描いてみませんか

　市では、油絵初心者の方のための講座を開催します。
皆さんで、楽しく絵を描きましょう。

【日程】8月26日（金）、9月2日（金）、16日（金）、23日（金）、
30日（金）※全5回

【時間】午後7時30分から午後9時30分
【場所】市文化センター 2階美工室
【内容】静物画を描くことを通して油絵の基礎を学びます。
【材料費】材料費として、1回目に1,000円徴収します。
【講師】入江万理子氏
【募集対象】高校生以上
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取 材 で、留学 生 歓 迎 会 に 行 きました 。クラス代 表 のス
ピー チ は、メモを見 な がらでした が、流 ちょうな日

本 語 で びっくりしました 。大 学 受 験 がん ばってください。
（ 東 ）

特 A えび の 米 ぎゅう・ぎゅう膳 の 試 食をしました 。冷
めてもお いしく、とても食べご た えのある一 品です。

ぜ ひ、グルメコンテスト会 場にお 越しください。（ 久保 田 ）

人　口 19,229人（前月比-222人）

男性／ 9,056人（ -201人）　女性／ 10,173人（ -21人）

転入／ 45人　転出／ 251人
出生／ 7人　死亡／ 23人

世帯数 8,579世帯（前月比-170世帯）
（平成28年7月1日現在）

E
d
ito

r's

【募集内容】
［写真］・子育て家族の力（子育て家族の絆、子どもと深め

る家族の絆）
・子育てを応援する地域の力（地域ぐるみで子育て支援）

［手紙・メール］募集区分（ 1）小学生の部 （ 2）中・高校生の
部 （3）一般の部
子育てを家族で支え合うことの大切さ、家族への感謝など
の思いを伝える内容のもの、または、子育てを地域や社会
が見守り応援する様子やその大切さを訴える内容のもの

【募集期限】9月５日（月）
【表彰】募集テーマ、区分ごとに最優秀賞1点、優秀賞5点以

内、いずれも、内閣府特命担当大臣（少子化対策）表彰と
副賞
　申込方法など詳しくは内閣府「家族の日」「家族の週間」
ホームページ（ http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika
/family/ ）をご覧ください。
問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-1111（内線267）

市営墓地の使用者を募集します

　市では、御仕立山墓地の使用者を募集しています。　
【募集場所】御仕立山墓地 未使用区画 21区画
【募集期限】8月12日（金）※募集期限を過ぎても未使用

区画がある場合は、随時受け付けます。
【使用資格】・えびの市に住所（住民票）があること
・3年以内に墓碑等を設置すること

【使用料】38,000円（1区画）※使用許可時に納付
【申込方法】申込書に必要事項を記入のうえ、市民環境課

生活環境係に提出してください。※申込書添付の墓地配
置図で必ず現地を確認してください。
申・問市市民環境課 生活環境係

☎35-1111（内線285）

胃がん・大腸がん検診を
一部中止します

　11月29日（火）に保健センターで実施予定の胃がん・
大腸がん検診は、申込者が少なかったため、中止するこ
とになりました。同検診を希望される人は、7月実施予定
の集団検診か、個別検診（市委託医療機関）での受診と
なります。事前に市健康保険課市民健康係にお申し込み
ください。
申・問市健康保険課 市民健康係
☎35-1111（内線275）

鹿児島障害者職業能力開発校 
訓練生を募集

　障がいのある人の訓練生を募集します。
【訓練期間】平成29年4月から1年間
【訓練する科】情報電子科、デザイン製版科、建築設計科、

義肢福祉用具科、OA事務科、アパレル科、造形実務科
【募集期間】8月から平成29年2月までの期間に5回行いま

す。
【授業料・入校料】無料

　ハローワークのあっせんを受けた人は、雇用保険の延
長、職業訓練受講給付金・訓練手当の支給が受けられる
場合があります。詳しくは、鹿児島障害者職業能力開発
校または、お近くのハローワークにお問い合わせくださ
い。
問鹿児島障害者職業能力開発校
☎0996-44-2206
問市福祉事務所 福祉係
☎35-1111（内線261・266）

◎ 今月の 表 紙
　 8 月13 日 に、行 わ れ る ひ ま わ り
祭りで 用 水 路 下りの 試し 乗りをす
る地 区の 生 徒 。

市長等政治倫理審査会 
審査報告書の要旨を公表します

　えびの市長等政治倫理審査会は、6月21日、えびの市
長とその配偶者の資産等報告書などの審査を行いました。
その審査報告書が市長あてに提出されましたので、要旨
を次のとおり公表します。なお、資産等報告書等と審査
報告書は市総務課で閲覧できます。

【審査報告書の要旨】
［審査の対象］

　条例に基づき市長が作成した市長とその配偶者に係る
次の報告書

（1）資産等補充報告書
（2）所得等報告書
（3）関連会社等報告書
［審査結果］

　各報告書について、証明書類に基づき確認、審査した
結果、疑義なく適正に報告されているものと認められる。
問市総務課  人事係
☎35-1111（内線315）

ご参加ください 
「人権を考える市民のつどい」

【日時】8月20日（土）午後1時から午後3時 ※受付午後0
時30分から

【会場】市文化センター
【講師】蓮池薫氏
【演題】夢と絆を求めて～翻弄された運命の中で～
【注意事項】入場は無料ですが入場券が必要です。7月21

日（木）から入場券を発券しますが電話での予約はでき
ません。入場券は市総務課人権啓発室、飯野・真幸出張所、
文化センターでお求めください。入場券に記載された座

席番号で視聴することになります。ご了承ください。
※文化センターホール定員数に達した時点で締切になり
ます。
問市総務課 人権啓発室
☎35-1111（内線350）

電話交換業務嘱託員を募集

　市では、電話交換業務嘱託員を1人募集しています。
【報酬】6,300円（日額）
【勤務時間】交代制午前8時30分 から 午後3時30分まで　

午前10時15分 から午後5時15分まで
【業務内容】電話交換業務
【必要な資格】なし
【雇用期間】9月1日（木）～平成29年3月31日（金）
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）および面接
【申込期限】8月9日（火）
【申込方法】市様式の履歴書を市財産管理課管財係に提

出してください。履歴書は財産管理課で取得できます。
【面接日および場所】8月10日（水） 市役所1-3・4会議室　
【その他】社会保険および雇用保険有

　詳しくは財産管理課管財係にお問い合わせください。
申・問市財産管理課 管財係
☎35-1111（内線347）

「家族や地域の大切さに関する作品
コンクール」作品募集

　内閣府では、子育て家族やそれを支える地域の大切さ
に関する「写真」「手紙・メール」を募集しています。
　あなたのあたたかい気持ちを作品にして応募してくださ
い。

今月の納税

固定資産税 第2期
国民健康保険税 第1期
後期高齢者医療保険料 第1期
8月1日（月）までに納めましょう。



◀

アオカナブン

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
ミ
ズ
ナ
ラ
、

ク
ヌ
ギ
な
ど
の
木
が
あ
る
と
、

樹
液
が
出
て
い
な
い
か
つ
い
探
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

何
本
か
見
て
い
く
と
、
甘
酸
っ
ぱ
い

香
り
と
と
も
に
樹
液
を
発
見
し
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
に
血
眼
に
な
っ
て
探
し

た
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
姿
を
探
し
ま
す
が
、

発
見
し
た
の
は
樹
液
酒
場
の
常
連
ア
オ

カ
ナ
ブ
ン
。
残
念
と
思
わ
ず
こ
の
ア
オ

カ
ナ
ブ
ン
を
じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
深
い

緑
色
の
体
は
、
見
る
角
度
を
変
え
る
と

緑
～
黄
～
赤
と
変
化
し
、
と
て
も
美
し

く
魅
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
何
匹
も
一

緒
に
並
ん
で
い
る
様
子
は
木
の
幹
に
宝

石
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
で
美
し
い
で
す
。

　

強
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
他
の
昆
虫
が
樹
液
に
近
づ
く
と
体

当
た
り
を
し
て
応
戦
し
ま
す
。
ク
ワ
ガ

タ
ム
シ
な
ど
と
ケ
ン
カ
し
て
い
る
様
子

は「
バ
チ
ッ
バ
チ
バ
チ
ッ
」と
ぶ
つ
か
り

合
う
音
で
な
か
な
か
の
迫
力
で
す
。

　

大
き
な
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
に
は
な
い
魅

力
を
持
つ
昆
虫
た
ち
。
少
し
見
方
を
変

え
る
と
新
し
い
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：樹液に集まるアオカナブン（撮影：平成24年8月4日）

樹液酒場の常連さん

アオカナブン
Rhomborhina unicolor コウチュウ目コガネムシ科
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